
○
　
□
□
駅
・
改
札
口
（
夜
）


　
　
小
島
多
恵
（
３
３
）
、
ス
ー
ツ
姿
で
小
さ
め
の


　
　
鞄
を
持
ち
、
改
札
か
ら
出
て
来
る
。
多
恵
、
少


　
　
し
疲
れ
た
様
子
で
そ
の
ま
ま
歩
い
て
、
駅
に
一


　
　
番
近
い
コ
ン
ビ
ニ
に
入
っ
て
い
く
。


○
　
線
路
沿
い
の
道
（
夜
）


　
　
多
恵
、
片
手
に
コ
ン
ビ
ニ
袋
を
持
ち
、
ふ
ら
ふ


　
　
ら
と
歩
い
て
い
る
。
す
る
と
、
背
後
か
ら
自
転


　
　
車
の
ベ
ル
の
音
が
す
る
。
多
恵
、
ハ
ッ
と
し
て


　
　
背
後
を
見
る
と
、
自
転
車
に
乗
っ
た
お
じ
さ
ん
、


　
　
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
多
恵
、
道
の
脇
に
寄
る


　
　
と
、
お
じ
さ
ん
、
多
恵
を
避
け
て
多
恵
の
横
ま


　
　
で
来
て
、


お
じ
さ
ん
「
ど
こ
歩
い
て
ん
ね
ん
！
　
も
っ
と
端
っ


　
　
こ
行
け
！
」


　
　
お
じ
さ
ん
、
走
り
去
っ
て
行
く
。
多
恵
、
た
め


　
　
息
を
つ
い
て
歩
い
て
い
く
。


○
　
人
通
り
の
少
な
い
道
（
夜
）


　
　
人
通
り
が
少
な
く
、
街
灯
の
少
な
い
道
。
多
恵
、


　
　
歩
い
て
い
る
。
す
る
と
、
背
後
か
ら
足
音
が
近


　
　
づ
い
て
来
る
音
が
す
る
。
多
恵
、
道
の
脇
に
よ


　
　
り
、
後
ろ
を
見
る
と
、
誰
も
い
な
い
。
少
し
下


　
　
を
見
る
と
、
野
良
猫
が
多
恵
に
付
い
て
来
て
い


　
　
る
。


多
恵
「
何
？
　
あ
ん
た
？
」


　
　
野
良
猫
、
多
恵
を
見
て
鳴
く
。
多
恵
、
し
ゃ
が


　
　
む
と
、
野
良
猫
、
少
し
後
退
す
る
。


多
恵
「
あ
ん
た
に
あ
げ
ら
れ
る
物
は
、
持
っ
て
な
い
　


　
　
の
」


　
　
野
良
猫
、
多
恵
を
見
て
い
る
。
多
恵
、
立
ち
上


　
　
が
っ
て
、


多
恵
「
さ
ぁ
、
あ
っ
ち
行
っ
て
」


　
　
多
恵
、
立
ち
上
が
っ
て
る
い
て
行
く
。
す
る
と
、


　
　
再
び
背
後
か
ら
足
音
が
す
る
。
多
恵
、
少
し
歩


　
　
く
が
、
足
音
は
ず
っ
と
つ
い
て
来
る
。
多
恵
、


　
　
振
り
返
え
っ
て
、


多
恵
「
あ
ん
た
、
し
つ
こ
い
よ
」
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多
恵
の
背
後
に
は
誰
も
お
ら
ず
、
野
良
猫
も
い


　
　
な
い
。
多
恵
、
辺
り
を
見
渡
す
が
誰
も
い
な
い
。


　
　
多
恵
、
少
し
小
走
り
で
走
り
去
っ
て
行
く
。


○
　
マ
ン
シ
ョ
ン
・
入
り
口
（
夜
）


　
　
多
恵
、
少
し
早
足
で
入
っ
て
来
る
。
背
後
を
見


　
　
る
が
誰
も
い
な
い
。
多
恵
、
少
し
安
心
し
た
表


　
　
情
を
み
せ
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
鍵
を
開
き
、
中


　
　
に
入
る
。
ド
ア
は
閉
ま
り
、
鍵
は
自
動
で
閉
ま


　
　
る
。
多
恵
、
少
し
入
り
組
ん
だ
場
所
に
あ
る
郵


　
　
便
受
け
に
行
き
、
３
０
５
号
室
の
郵
便
受
け
を


　
　
確
認
す
る
。
中
に
は
光
熱
費
の
請
求
書
が
入
っ


　
　
て
い
る
。
多
恵
、
請
求
書
を
取
り
出
し
て
見
る


　
　
と
、
１
２
３
６
５
円
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。


多
恵
「
高
っ
！
」


　
　
多
恵
、
請
求
書
に
一
通
り
目
を
通
し
、
カ
バ
ン


　
　
に
入
れ
る
、
す
る
と
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
が
開
き
、


　
　
誰
か
が
入
っ
て
来
る
音
が
聞
こ
え
る
。
足
音
は


　
　
歩
き
去
っ
て
行
き
、
ド
ア
が
閉
ま
っ
て
ロ
ッ
ク


　
　
さ
れ
る
音
が
す
る
。
多
恵
、
郵
便
受
け
の
場
所


　
　
か
ら
出
て
来
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
向
か
う
。


○
　
同
・
一
階
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
前
（
夜
）


　
　
多
恵
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
前
ま
で
来
る
が
、
誰


　
　
も
い
な
い
。
廊
下
の
方
も
見
る
が
、
誰
も
い
な


　
　
い
。
多
恵
、
首
を
傾
げ
な
が
ら
も
エ
レ
ベ
ー
タ


　
　
ー
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。
最
上
階
に
い
る
エ
レ
ベ


　
　
ー
タ
ー
ど
ん
ど
ん
と
降
り
て
く
る
。
エ
レ
ベ
ー


　
　
タ
ー
内
の
カ
メ
ラ
の
映
像
が
モ
ニ
タ
ー
に
映
し


　
　
出
さ
れ
て
い
る
。
廊
下
に
は
不
穏
な
空
気
が
流


　
　
れ
て
い
る
。
多
恵
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
な
が
ら
あ
た


　
　
り
を
見
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
モ
ニ
タ
ー
を


　
　
見
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
３
階
で
止
ま
る
様
子


　
　
が
見
え
る
。
３
階
で
扉
は
開
く
が
、
誰
も
乗
っ


　
　
て
こ
な
い
。
多
恵
、
モ
ニ
タ
ー
を
じ
っ
と
見
て


　
　
い
る
と
、
オ
ー
ト
ッ
ク
が
開
き
、
人
が
歩
い
て


　
　
来
る
音
が
す
る
。
多
恵
が
い
る
所
か
ら
は
オ
ー


      

ト
ロ
ッ
ク
の
扉
が
死
角
に
な
っ
て
い
て
見
え
な


      

い
。
足
音
、
ど
ん
ど
ん
と
近
づ
い
て
く
る
。
多
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恵
、
急
い
で
エ
レ
ベ
ー
タ
の
ボ
タ
ン
を
何
度
も


　
　
押
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
一
階
に
到
着
し
、
扉


　
　
が
開
く
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
入
り
口
、
ガ
ラ
ス


　
　
に
な
っ
て
い
る
。
多
恵
、
焦
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ


　
　
ー
に
入
る
。


○
　
同
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
中
（
夜
）


　
　
多
恵
、
焦
っ
て
入
っ
て
来
て
、
急
い
で
閉
ま
る


　
　
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。
多
恵
、
３
階
の
ボ
タ
ン
を


　
　
押
し
、
閉
ま
る
の
ボ
タ
ン
を
押
し
続
け
る
。


多
恵
「
早
く
」


　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
動
き
始
め
る
。
多
恵
、
少
し


　
　
安
堵
の
表
情
を
す
る
と
、
２
階
に
上
が
る
寸
前


　
　
で
１
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
前
に
人
影
が
や
っ


　
　
て
来
る
の
が
見
え
る
。
多
恵
、
息
を
呑
む
。
エ


　
　
レ
ベ
ー
タ
ー
、
そ
の
ま
ま
上
が
っ
て
行
く
。
エ


　
　
レ
ベ
ー
タ
ー
、
２
階
、
３
階
と
上
が
っ
て
行
く


　
　
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
止
ま
ら
な
い
。


多
恵
「
え
っ
？
」


　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
を
見
る
と
、
最
上
階


　
　
の
１
０
階
の
ボ
タ
ン
だ
け
が
光
っ
て
い
る
。
多


　
　
恵
、
焦
っ
て
他
の
階
の
ボ
タ
ン
を
押
す
が
、
ど


　
　
こ
に
も
止
ま
ら
な
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ど
ん


　
　
ど
ん
と
１
０
階
に
近
づ
い
て
い
く
。
多
恵
、
扉


　
　
か
ら
離
れ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
１
０
階
に
着


　
　
く
。
扉
は
開
く
が
、
誰
も
入
っ
て
来
な
い
。
多


　
　
恵
、
壁
に
背
中
を
付
け
た
ま
ま
、
手
だ
け
を
伸


　
　
ば
し
て
締
め
る
ボ
タ
ン
を
押
す
。
扉
、
閉
ま
っ


　
　
て
行
く
と
、
誰
か
が
扉
に
足
を
挟
む
。


多
恵
「
き
ゃ
ー
」


　
　
扉
、
開
い
て
い
く
が
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い
。


　
　
多
恵
、
息
を
荒
く
し
、
恐
る
恐
る
外
を
見
る
が
、


　
　
誰
も
い
な
い
。
多
恵
、
締
め
る
ボ
タ
ン
を
押
し
、


　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
戻
る
。
多
恵
、
ゆ
っ
く
り
と


　
　
３
階
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、


　
　
降
り
て
い
く
。
多
恵
、
奥
の
壁
に
背
中
を
付
い


　
　
て
身
を
引
い
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
順
調


　
　
に
下
の
階
へ
と
動
い
て
い
る
と
、
５
階
で
人
影


　
　
が
見
え
る
。
多
恵
、
手
で
口
を
塞
い
で
息
を
殺
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す
。
す
る
と
、
４
階
で
止
ま
る
。
扉
、
開
く
。


　
　
多
恵
、
閉
ま
る
ボ
タ
ン
を
押
す
が
、
閉
ま
ら
な


　
　
い
。
他
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
反
応
せ
ず
、
呼


　
　
び
出
し
ボ
タ
ン
も
反
応
し
な
い
。


多
恵
「
嘘
で
し
ょ
？
」


　
　
色
々
な
ボ
タ
ン
を
必
死
に
押
す
が
、
反
応
し
な


　
　
い
。
多
恵
、
息
が
荒
く
な
っ
て
い
る
。
多
恵
、


　
　
何
度
か
深
呼
吸
し
、
息
を
整
え
、
ゆ
っ
く
り
と


　
　
外
に
出
る
。


○
　
同
・
４
階
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
前
（
夜
）


　
　
外
に
は
誰
も
な
い
。
多
恵
、
周
り
を
見
な
が
ら


　
　
壁
に
沿
っ
て
歩
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
横
に
あ


　
　
る
扉
を
ゆ
っ
く
り
開
く
と
、
扉
の
向
こ
う
に
足


　
　
が
あ
る
の
が
見
え
る
。


多
恵
「
き
ゃ
ー
」


　
　
扉
、
勝
手
に
開
く
と
、
扉
の
向
こ
う
か
ら
、
お


　
　
ば
さ
ん
、
歩
い
て
く
る
。


多
恵
「
管
理
人
さ
ん
」


お
ば
さ
ん
「
あ
ん
た
さ
っ
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
め


　
　
た
で
し
ょ
」


多
恵
「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
」


お
ば
さ
ん
「
も
う
、
疲
れ
た
わ
」


　
　
お
ば
さ
ん
、
歩
い
て
行
く
。
多
恵
、
扉
を
開
い


　
　
て
、
階
段
を
降
り
て
行
く
。


○
　
同
・
３
階
・
階
段
（
夜
）


　
　
多
恵
、
ゆ
っ
く
り
と
降
り
て
く
る
。
多
恵
、
扉


　
　
の
ノ
ブ
を
握
り
、
深
呼
吸
し
て
扉
を
開
け
る
。


　
　
扉
の
向
こ
う
に
は
誰
も
い
な
い
。
多
恵
、
ほ
っ


　
　
と
し
て
入
っ
て
行
く
。


○
　
同
・
同
・
廊
下
（
夜
）


　
　
多
恵
、
安
堵
の
表
情
で
歩
い
て
い
く
と
、
エ
レ


　
　
ベ
ー
タ
ー
の
前
に
来
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が


　
　
動
く
音
が
す
る
。
多
恵
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
凝


　
　
視
し
て
い
る
と
、
３
階
で
停
止
す
る
。
エ
レ
ベ


　
　
ー
タ
ー
内
に
人
の
影
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
開
き
、


多
恵
「
キ
ャ
ー
！
」
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